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生
活
保
諸
制
庁
０
清
墨
Ｅ

生
培
碑
語
は
，
憲

法
あ
希
■
生
発
檸
詩
織
に
ｔ
と
が
き
．
持
ち

象

で
も
働
い
て
い
て
も
珪
オ
か
著
し
い
て
き
、
ｏ東
低
し
培
ω
模
藷
”

を
申
諸
で
き
３
制
僣

で
す
。
現
在
の
生
培
縁
藷
義
は
、
世
界
的
↑

Ｌ
な
花

（
人
間
ら
し
＜
生
き
３
権
利
）
保
障
紳
原
Ｚ
確
士
す
る
週

勧
ひ
琉
´
ヒ
、
民
主
主
義
と
く
ら
し
ｔ
や
３
国
民
ｏ
零
ャ
ヒ
∫
昴

の
は
か

、
′
９
５
ｏ
年
に
で
き
ま

し
た

。

生

奪
苦
で
Ｔ
困
、
端
気

＾
釣
く
は
個
＾
ひ
き

‘^
ょ
り
、
政
治
の

角
管
ｅ
嘴
榮
挙
曾

し
い
想
巖

・
圧
煮

・
ね
な
政
策
‐
輛
魯
政
雰

・

好
埼
政
策
急
で
社
会
的
原
困
に
よ

ら
ｔ
①
で
す
。
佳
華
健
議
華
は

こ
う
し
た

社ヽ
会
的
鳳
６
に
よ
う
生
き
苦
か
６
、
日
０
青
“
で
曰
膨

い
生
竜
ｔ
守
３
こ
と
ｔ
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

基
華
琢
下
０
収
入
な
ら
首
象
に

「
農
巨
係
゛
々
街
は
最
任
仕

一
華
」
に
直軍
蔵
∩
楼
は
，
ロ
ド

杜

嗜
保
護
東
墨
ｆ
て
し
て
来
８

マ

い
き
す

．́

囲
国
旧
国
胴
田
ψ
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暮

Ｊ千
鏡
は

、
せ
Ｉ
甲
０
年
醸

ＩＥ

一
が
あ

っ
て
ｔ
世
■
雫
の
で
の
合
計

ん
い
た
０
青
（常
／
榎
）
て
人
一ザ
薯
幸
犠
以
下
い
七
漂
で
あ
ょ

散
ｃ
ハ
し
た
米
幹
オ
看
全
雰
２
一
ば
，
そ
の
差
炒
炒
支
お
十
）れ
ま

類
）
て
豪
雙
（
甘
帯
本
歓
に
お
一
十
∵
香
る
理
挙
４

薔醍
″金

し
た
上
♀
ま
マ
堂
富

）
ｔ
合
計

一
∈
拿

懇
陣
の
有
無
ぁ
て
ｔ
開
憔

し
ま
す
。
年
金
ヤ
櫛
い
て
収
入

一
し
ま
す
。
い
請
前

■

鳥
郡
ｔ
．

一一
ｔ
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ｒ
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一一
と

し、
う

〓
ュ
‐
ス
モ

テ
じ
ど
　
羨
す
。
印
歳

と
し
ヽ
、
っ
大
村
教

一

一

で
見
ま
し
た

。　
　
　
　
　
　
授

の
研
資
着

ら
し
わ
ら
ぬ
講

一

一

／
９
ク
５
年

に
静

岡
県
庁

虔

ャ
）ム
ふ
省

イ

／ヽ
６

〓

一
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ホ
伊
苧
ま
国
体
か
お
わ
り
ま
し
た

―。
日
６
日
（
Ｔ
）
２
０
／
５

無
の
日
わ
付
ぐ
ま
口
僣
伊
終
ぉ

り
事
し
た
。
間
濯
県
と
し
て
和

勲
山
は
暑
十
篠
合
擾
暗
Ｚ
異
た

し
た
て
い
つヽ
こ
と
で
．
国
林
印

耀
に
関
ゎ
っ
仁
諄
Ｆ
ャ
一々

洪

あ
で
ヒ
２ヽ
挙
い
ま
す
。

私
、
ひ
あ
●
は
５
日
、
日
本

葉
た
第
〔
７
ロ
ッ
ワ
好
措
会
長

の
山
沐
走
ん
に
請
ぁ
水
ス
‐
れ

〓
葺
キ
械
鍾
場
で
挙
り
終
げ
、

走
ユ
・同跳
び
‐
ハ
ー
ド
ル
、
リ

じ
ｆ
藤
で
薄
上
誠
技
ｔ
見
せ
て

い
た
む
き
ま
し
た
′
一ア
じ
ビ
で

見
た
こ
と
い
（
３
、
挙
り
投
げ

０
デ
ィ
ー
ン
元
気
釜
手
、
計
上

幸
史
讐
手
‘
ば
距
離
の
福
島
千

電
一釜
手
な
で
区
大
型
ス
ク
リ
‐

ン
で
見
た
の
が
ヽ
ｔ
よ
っ
と
っヽ

激
し
か
、
た
で
す
。
陸
上
擁
様

場
で
見
３
の
は
力
ひ
て
て
た
辞

０
か
け
士β
に
養
き
ま
し
た
。

＝
／８
③
自
丑
源
ｒ
工
Ｔ
ぴ
つ
リ

和
計
山
麻
志
■
□
〕
ク
峰
措

会
ど
私

ひ
ひ
，
の
テ
ン
ト
で

は
，
謀
き
二
、
佳
ビ
‐
ル
‐
中

キ
）塾
斗
プ
は
ん
の
瞭
亮
て
ぱ
プ

ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

な
基
サ

ポ
中
二
制
画
で
す
．

林
憩
ス
ペ
ー
ス
ｔ
Ｒ
意
し
ま
す

０
で
、
お
立
ち
審
り
下
さ
い
。

会
場
へ
は
筆
場
合
専
印
選
超

げ
ス
ｔ
か
ら
せ
ま
す
。
く
力
し

く
は
各
無
域
ω
脅
構
会
世
話
人

さ
人
に
聞
い
て
＜
む
き
い
・

〓
ん
日
本
共
産

オ
ー
ル
沖
縄
ψ
オ
ー
ル
日
本

私
は
「
オ
‐
ル
沖
縄
」
の

間
い
を
学
ぎ
た
あ
千
２
支
弩

行
姉
に
参
押
し
ま
し
た
．
は

∪
め
に
見
単
レ
Ｌ
現
長
亀
黎

郎
普
岳
館
で
「ナ
‐
レ
沖
縄

は
三
〕′
２
２
年
で
実
然
で

き
た
わ
け
で
は
毎

い
し
て
ぃ
っ

｛二
葉
に
胸
ｔ
窃
か
ぶ
ま
し
た
。

士
地
ｔ
な
体
れ
、
さ
ま
ざ
ま
た

抑

圧
を
う
け
て
キ
た

准
烏
Ｑ
梅

リ
ド
計
り
知
米
ま
せ
た
。
■
縄

の
住
民
が
「
人
間
ら
し
く
生
き

３
ｔ
小
」
に
は
准
見
か
ひ
と

つ

に
は
っ
て
自
ら
の
権
利
８
ひ
ヒ

っ
ひ
と
っ
残

得
し
た
け
燃
産
像

ら
な
，
っ
た

、
そ
う
し
た
ぜ
ち

一
歩

一
歩
難
あ
て
き
た
歴
中
が

「
オ

ー
ル
沖
縄

」
に
続
い
て

し‐
３

Ｅ
と
ｔ
知
り
ま

し
た
。

「
オ

ー
ル
卦
縄
し
，
ら

「
オ

ー
ル
日
本

」
（
、
民
主
主
う

ｔ
ギ

ふ
Ь
か
む
見
闇
レ‐
は
続

く
と

で
っ
磋
僣
ｔ
今
回
卦
謁

で
得
３
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さわlCt・ち
"姜
〕

(勢煙鉾怪)

会
議
ヒ
県
革
新
藩

が
丼
日
ｃ
画

一
ピ
ツ
ド
建
設
厚
封
喜
錦
支
媛

．

し
た
「沖
縄
の
た
た
が
い
か
ら

営
ぶ
沖
程
腱
格
勧
」
の
韓
瞥

で
す
。
工界
書
写
、
和
歌
山
市
．

橋
本
た
つ
か
喩
瞼
箔
ぜ
参
加
し

ま
レ
焉

せ

襲
夢
藁
』

示
し
、
沖
縄
Ω
諮
鋼
・戦
わ
０

■
難
の
唇
Ｌ
億
ん
学
ぶ
昔
料

館
に
て
２
０
ｒ
３
年
壇
廷
て
ら

漁
た
）見
学
．
真
狭
慧
台
公
□

よ
り
普
天
躁
，
地
ｔ
眺
曽
、
道

の
歓
「力
一、‐アナ
」
お
ソ
暑
チ
話

蒲
嵩
Ｑ
準
ま
ソ
海
で
の
抗
議
行

勧
祖
察
‐
キ
■
手

こヽ

ワ
７

詢
で
公
建
り
述
半
支
憬
．

４
日
は
，
ア
プ
舌
フ
プ
マ
入

上場
、■
鍋
平
和
祈
食
峻
風
（
平

和
２
岬
群
含
資
料
餌
見
僕
）‐

塁
む
は
牧
声
徐
設
市
場
へ
．

平
和
む
っ
た
流
球
げ
日
本
Ｃ

群
合
さ
水
戦
争
で
犠
牲
に
な
り
‘

戦
を
は
ア
メ
リ
カ
含
瓦
で
苦

聾
ｔ
羮
いヽ
ら
れ
た
Ｌ
馬
Ｑ
た
た

や
い
ヽ
オ
ー
ル
斑
錢
の
原
勤
カ

ｔ
こ
如
り
ま
し
た
。桑躙 電it滉1ワ魏歌
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